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育
友
会
（
渡
邊
信
会
長
）
の
２
０

１
２
年
度
支
部
懇
談
会
は
こ
の
夏
、

全
国
６７
支
部
（
６４
会
場
）
で
開
催
さ

れ
、
ご
父
母
・
保
護
者
が
多
数
参
加

し
た
。
日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長
は

じ
め
教
職
員
が
学
業
・
学
生
生
活
、

就
職
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
父
母
・
保

護
者
と
懇
談
。
大
学
生
活
へ
の
理
解

促
進
に
努
め
た
。

青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山

形
、
福
島
（
３
会
場
）、茨
城
（
２
会

場
）
の
１０
会
場
は
昨
年
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
修
学
支
援
相
談
会
と

し
て
実
施
。
支
部
懇
談
会
と
し
て
は

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

原
発
事
故
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
福
島
３
支
部
（
中
通

り
∥
鈴
木
稔
支
部
長
、
浜
通

り
∥
真
木
野
正
幸
支
部
長
、

会
津
∥
梅
津
幸
男
支
部
長
）

の
会
場
に
は
、
ご
父
母
・
保

護
者
あ
わ
せ
て
１
１
８
人
が

参
加
し
た
。

中
通
り
支
部
懇
談
会
は
９

月
２
日
、
郡
山
市
ホ
テ
ル
ハ

マ
ツ
で
開
催
さ
れ
、
本
学
か

ら
室
井
義
雄
副
学
長
（
経
済

学
部
教
授
）
、
庄
菊
博
育
友

会
主
任
教
授
（
法
学
部
教

授
）
ら
が
出
席
し
た
。

室
井
副
学
長
は
「
専
修
大

学
は
人
間
一
人
ひ
と
り
�
顔

の
見
え
る
�
教
育
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
の
表
れ
の
一
つ

が
育
友
会
の
支
部
懇
談
会
で

す
。
本
日
は
み
な
さ
ん
か
ら

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
要
望

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び

か
け
た
。庄
主
任
教
授
は「
ご

子
女
の
学
業
継
続
と
就
職
活

動
へ
の
一
層
の
支
援
を
し
て

い
き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

鈴
木
支
部
長
は
「
昨
夏
の

修
学
支
援
相
談
会
は
、
被
災

し
て
数
カ
月
後
の
開
催
で
、

切
実
な
思
い
の
父
母
か
ら
学

費
減
免
特
別
措
置
や
奨
学
金

の
話
が
集
中
し
て
出
さ
れ

た
。
今
回
、
個
別
相
談
で
の

相
談
希
望
は
『
就
職
』
が
半

数
以
上
。
よ
う
や
く
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
る
よ
う

だ
。
先
生
方
の
誠
実
な
お
話

に
、
意
を
強
く
し
た
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

新
学
部
長
に
聞
く

福
島
利
夫
経
済
学
部
教
授
／
馬
塲
杉
夫
経
営
学
部
教
授
…
❷

「
専
大
カ
ッ
プ
」
金
沢
ス
カ
イ
ヤ
ー
ズ
が
連
覇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹

「
専
大
校
友
を
訪
ね
て
」
佐
々
木
卓
也
さ
ん
（
平
５
経
営
）
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

第
７
回
「
高
校
生
の
た
め
の
経
営
学
実
践
講
座
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❽

［
ロ
ン
ド
ン
五
輪
特
集
］
成
功
導
い
た
市
民
の
力

小
西
恵
美
経
済
学
部
教
授
…
❾

〝
異
文
化
交
流
〟
活
発
に
／
石
巻
市
街
地
の
立
体
模
型
完
成
…
❿

「
（
北
京
五
輪
に
続
い
て
）

最
高
の
舞
台
に
２
度
も
行
く
こ

と
が
で
き
、
入
学
前
か
ら
抱
い

て
い
た
『
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
生
か
す
』

と
い
う
目
標
を
実
現
で
き
た
の

は
、
多
く
の
出

会
い
と
支
え
の

お
か
げ
で
す
。

現
地
で
は
、
レ

ス
リ
ン
グ
・
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
満
経
営

学
部
教
授
や
、
日
本
代
表
選
手

団
本
部
員
の
久
木
留
毅
文
学
部

准
教
授
か
ら
も
激
励
さ
れ
、
専

大
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
」。

会
場
で
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使

え
な
い
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
あ
っ
た
が
、
「
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
準
備
を
し
て
会
場
入
り

し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
に

蓄
積
し
て
き
た
膨
大
な
デ
ー
タ

を
基
に
相
手
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ

ン
ト
を
分
析
し
、
監
督
に
も
デ

ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」。

渡
辺
さ
ん
は
、
日
本
が
準
々

決
勝
で
中
国
と
対
戦
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
相
当
な
時
間
を
か

け
て
徹
底
的
に
戦
術
を
研
究
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
０
４
年

の
ア
テ
ネ
五
輪
優
勝
、
０８
年
の

北
京
五
輪
３
位
の
中
国
を
日
本

は
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
破
っ

た
。「

最
後
は
、
い
か
に
相
手
に

勝
ち
た
い
か
、
そ
の
気
持
ち
が

上
回
っ
て
い
る
方
に
分
が
あ

る
。
日
本
は
気
持
ち
で
負
け
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
」

３
位
決
定
戦
・
対
韓
国
戦
の

前
に
は
、
「
自
分
を
信
じ
、
仲

間
を
信
じ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
映
像
を
制
作
し
、
当
日
の

朝
、
選
手
に
見
せ
て
送
り
出
し

た
と
い
う
。

「
北
京
か
ら
の
４
年
間
で
個

人
の
能
力
が
上
が
り
ま
し
た

し
、
そ
れ
を『
チ
ー
ム
の
力
』に

結
集
で
き
る
強
さ
が
加
わ
り
ま

し
た
。ア
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
は
、

丹
念
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
複

数
の
デ
ー
タ
を
読
み
解
い
て
監

督
や
選
手
に
い
か
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
、
選
手
た
ち
が
自
信

を
持
っ
て
コ
ー
ト
に
立
て
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
睡

眠
時
間
３
、
４
時
間
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
頑
張
っ

て
い
る
選
手
の
姿
を
み
る
と
、

自
分
の
で
き
る
最
大
限
の
こ
と

を
し
て
あ
げ
た
い
、
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
」

「
情
報
戦
を
制
し
た
」
ア
ナ

リ
ス
ト
の
活
躍
は
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

専
大
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

在
籍
し
な
が
ら
、
３
年
次
か
ら

全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

動
。
そ
の
原
点
は
、
高
校
生
の

こ
ろ
に
テ
レ
ビ
で
見
た
世
界
バ

レ
ー
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て

い
る
外
国
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ

の
姿
だ
っ
た
。

「
一
度
決
め
た
ら
徹
底
的
に

の
め
り
込
む
性
格
。
も
っ
と
楽

な
道
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
大
学
生
活
の

ほ
と
ん
ど
を
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
漬
け
で

過
ご
し
、
本
気
で

取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
が
、
今
回
の

結
果
に
結
び
つ
き

ま
し
た
」
と
振
り

返
る
。

「
自
信
を
持
っ

て
情
報
を
提
供
す

る
に
は
、
そ
れ
だ

け
の
準
備
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
最
後
に
自
分

を
支
え
ら
れ
る
の

は
自
分
だ
け
」
と

い
う
信
念
に
基
づ

き
、
イ
タ
リ
ア
に
デ
ー
タ
バ
レ

ー
留
学
を
し
た
り
、
大
学
院
で

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学

ん
だ
り
と
現
状
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
常
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
る
渡
辺
さ
ん
。
「
ス

ポ
ー
ツ
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
。
経
験

し
て
き
た
こ
と
を
次
世
代
に
伝

え
る
の
も
自
分
の
役
割
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
最
後
に
話
し

て
く
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の

Ａ
Ｏ
入
試
で
渡
辺
さ
ん
と
出
会

い
、
進
路
の
相
談
に
も
乗
っ
て

き
た
佐
竹
弘
靖
教
授
（
体
育
会

水
泳
部
長
）
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ

に
か
か
わ
り
た
い
と
希
望
す
る

学
生
は
多
い
。
第
２
、
第
３
の

渡
辺
さ
ん
を
輩
出
す
る
た
め
に

貴
重
な
経
験
を
学
生
た
ち
に
伝

え
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

渡
辺
さ
ん
の
近
著
『
な
ぜ
全

日
本
女
子
バ
レ
ー
は
世
界
と
互

角
に
戦
え
る
の
か

勝
利
を
つ

か
む
デ
ー
タ
分
析
術
』（
東
邦
出

版
・
本
紙
６
月
号
既
報
）
に
は
、

全
日
本
女
子
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ

分
析
術
や
数
々
の
世
界
大
会
の

舞
台
裏
の
ほ
か
、
高
校
の
部
活

動
や
専
大
時
代
に
ど
の
よ
う
な

出
会
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う

生
か
し
て
き
た
か
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

（
取
材
・
体
育
事
務
課
）

数
々
の
感
動
を
日
本
国
中
に
与
え
て
く
れ
た
ロ
ン
ド
ン
五

輪
。
２８
年
ぶ
り
に
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
を
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
デ
ー
タ
分
析
で
支
え
た
一
人
が

渡
辺
啓
太
さ
ん
（
平
１８
ネ
ッ
ト
情
報
∥
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
）
だ
。

８
月
２４
日
か
ら
始
ま
っ
た
全
日
本
合
宿
を
前
に
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
渡
辺
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

▽
９
月
２９
日
（
土
）
講
師
①
荒
木
敏
夫
文
学
部
教
授

②
土
生
田
純
之
文
学
部
教
授

▽
１０
月
６
日
（
土
）
講
師
①
小
山
利
彦
文
学
部
教
授

②
川
上
隆
志
文
学
部
教
授

▽
１０
月
２０
日
（
土
）
講
師
①
大
谷
正
文
学
部
教
授

②
矢
野
建
一
文
学
部
教
授

［
時
間
］
い
ず
れ
も
①
１０
時
３０
分
～
②
１３
時
～

［
場
所
］
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１０
号
館
１
０
３
０
１
教
室

［
問
い
合
わ
せ
］
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
６
８
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
）

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

歴
史
を
紐
と
く
「
東
北
の
歴
史
と
文
化
ー
再
考
」

石
巻
専
修
大
学

被
災
の
東
北
・
茨
城
で
も
多
数
参
加

ア
ナ
リ
ス
ト
・
渡
辺
啓
太
さ
ん
（
平
１８
ネ
ッ
ト
情
報
）

夏の育友会支部懇談会
全国６７支部で開催

〝２８年ぶりのメダル〟支える

▲ 福島（会津）会場での面談

日本女子バレーボール
ロンドン五輪特集

膨
大
な
デ
ー
タ
を
監
督
・
選
手
に
伝
達

福
島
３
支
部
で
は
室
井
副
学
長

庄
育
友
会
主
任
教
授
ら
が
激
励

�
情
報
戦
�を
制
し
た▲ バレーボール部の監督、後輩らと

中央が渡辺さん＝生田・総合体育館で

大
学
創
立
記
念
日（
９
月
１６
日
）特
集

６
・
７
面

▲

福
島
（
中
通
り
）
会
場
の

支
部
懇
談
会
で
あ
い
さ
つ

す
る
室
井
副
学
長

専
大
卒
の
歌
手
・
上
原
敏
／
上
海
に「
三
浦
文
庫
」
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